


政務活動調査研究報告書 

報告者 向井千尋 

日時 令和 2年７月１日（水）10時から 13時 

調査研究名 子育て世代へのヒヤリング調査 

開催場所 ゆいまーる篠山（丹波篠山市二階町 90－1） 

参加者 現在 0歳から中学生までの子育て中の女性 6名（子ども 2名） 

内容 

 

 

１、子育の中で思うことや問題点など 

・フルタイムで仕事をしていたが、親の介護もあり、今はパートタイム

で働いている。フルタイムで勤務していた時は、子ども園のお迎えの時

間がいつもぎりぎりで大変だった。仕事が遅くなる時もあるので、夜も

子どもを預かってもらえる制度があれば良いと思う。夕食も食べさせて

もらえるとかあれば助かる。 

・夕方のサポートがほしい。健康的な夕ご飯を宅配してくれるとかあれ

ば良い。 

・ファミサポは利用しにくい。料金が高い。 

・とみやま子ども園の預かりは、予約がいつもいっぱいで利用はできな

い。 

・西紀にある無認可の「ころころ」は利用料金が高いが助かる。高齢者と

いっしょに交流できるのも良い。 

・時間や曜日などに融通の利く託児所があれば良い。 

・丹波市では、ゆめタウンの中で託児している。買い物も安心してでき

るし、篠山にもあれば良い。 

・健診の時。歯科衛生士さんに虫歯率が高いと聞いた。保育園ではおや

つにスポーツドリンクやおやつを出されるが、虫歯になりやすいのでは

ないのか？ 

・保育園の土曜の給食が、パン＋牛乳＋バナナまたは、パン＋牛乳＋チ

ーズで、これで食育といえるのか？矛盾している。 

・土日の預かり保育が無い。日曜が仕事の場合もあるので、日曜や連休

などの預かり保育を行ってほしい。 

・コロナ禍での休校中に 12 歳の娘に下の子どもを預けて仕事に行った

という知り合いもある。 

・３歳児保育の実現をしてほしい。県下でも多くの自治体が取り組んで

いる。働きながら子育てできる環境が整えば、３人目も欲しいとなると

思う。 

・３歳では入れないから２歳から、ということになっていると思う。 

・夫が単身赴任で、両親がいないので（移住）自分が健康でいないと誰も



助けてもらえない。 

・市長には、子育てふれあいセンターなどに定期的に出向いて、母親の

声を聞いてほしい。 

・健康福祉センターでの、母子手帳の際の面談は窓口でなく、個室にし

てほしい。せめてパーテーションで仕切るなどの工夫をしてほしい。 

 

２、産前産後で困ったこと、「マイ助産師制度」について思うこと 

・タマル産科の分娩中止のニュースを聞いて妊娠したら行けるとことが

ない、と不安に思った。安心して出産できるところがあってほしい。 

・出産後のケアは幅広いスパンで、手厚く政策をしてほしい。 

・マイ助産師のことは、ママ友の間でも話題になっている。 

・市内の産科は、選択肢があったほうが良い。 

・妊娠中にパパママ教室で知り合った人に、ラインで相談したりできた

のが良かった。相談できる相手がいれば産後うつにもないないのではな

いか。ママたちがつながれる機会が必要だと思う。 

・妊娠中に知り合った人は、無事に出産できない場合もあるので、その

時のフォローも必要だと思う。 

・出産したときにお世話になった助産師さんにライン交換してもらい、

困ったときには相談できたので、助かった。ラインなら自分の思うタイ

ミングで相談できて良い。 

・マイ助産師も、困ったときに相談できれば良い。 

・授乳中にインフルになり、授乳を続けても良いのか悩んだ。 

・子育てふれあいセンターの職員さんにもいろいろ相談できる。 

・健診の時は、あまり相談できない。 

 

 

（考察） 

・子育て世代がワークライフバランスを保ち、仕事、子育て、生活、など

を継続していくためには、制度やきめ細やかなサービスが未整備である。 

・マイ助産師制度については、これから実際に事業化していく中での理

解が必要である。 

・人口減や少子化問題へのとりくみは、出産や子育ての課題をひとつひ

とつ解決策を考えていくことからなのでないかと考える。 

 

 

 




